
｜安全管理体制

組織体制
輸送の安全を確保して事業を実施するため、各管理者の責務を明確にした体制を定めてい

ます。

主な管理者とその責務

Osaka Metro 安全管理の方法

Osaka Metroでは、安全管理体制のもと目標を定め、安全の強化に努めています。

Osaka Metro 安全管理の方法 Osaka Metro 安全管理の方法

輸送の安全を確保するため、鉄軌道事業の実施及び管理の状況を適確に把握し、
必要に応じ改善を行うなど輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。

社 長

鉄軌道施設、車両及び運転取扱いの安全性並びにそれら相互間の整合性を確保す
るとともに、安全確保を最優先とする輸送業務の実施及び各管理部門を統括管理
する。

安全統括管理者

運転関係の係員及び鉄軌道施設、車両を総合的に活用し、安全輸送を確保するた
め、運行計画の設定および改定、乗務員の運用、列車運行の管理、乗務員の育成
及び資質の維持その他運転に関する業務を行う責務を有する。

運転管理者

乗務員等の資質（適性、知識及び技能）の維持管理並びに乗務員等の資質の充足
状況に関する定期的な確認及び運転管理者への報告を行う責務を有する。

乗務員指導
管理者

社 長

安全統括管理者
（鉄道事業本部長）
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は、運転部長が運転に関する事項について運転管理者の業務を
補助することを示す。

は、コスモスクエア管区駅長が操縦員の資質の維持について
運転管理者の業務を補佐することを示す。
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｜地下鉄・ニュートラム安全委員会
安全で安定した輸送を提供するために欠くことのできない安全管理体制の構築と改善を

図るため、安全統括管理者をはじめとする各管理者及び責任者によって構成する「地下
鉄・ニュートラム安全委員会」を１年間に５回開催しています。
さらに、事故または事故の恐れがある事態、もしくは輸送の安全確保に影響を与える情

報を早期に共有し、これらの情報を分析、整理して事故防止対策の検討を行うことを目的
とした「事故の芽情報会」を毎月１回開催するとともに、必要に応じてより専門的な部会
で深度化を図り、事故の予防など適切な措置を講じています。

｜安全重点施策・行動目標の策定
年度当初の経営会議において、前年度の運輸安全内部監査の結果や安全重点施策・行動

目標の達成状況等を基に安全管理体制の現状を認識し、継続的な改善のための基本的な方
針として、経営トップコミットメントを発出しています。この方針を基に、安全管理体制
下各部において、前年度に実施した様々な安全に関する取組みを振り返ることにより、新
たな安全重点施策・行動目標を策定し、安全の確保に取組んでいます。
なお、これらの施策等は地下鉄・ニュートラム安全委員会にてその進捗状況を四半期毎

に評価し、必要な見直し・改善を継続的に行うことにより、お客さまに安心してご利用い
ただける地下鉄・ニュートラムを目指しています。

安全に関する会議の体制

運行に関わる事故等の事例を
検証し、対策を図る会議

保守・点検に起因する事故等
の事例を検証し、対策を図る
会議

軌道、土木施設、建築施設、
電気施設の補修工事、改良工
事に起因する事例を検証し、
対策を図る会議

保守・点検部会運転保安部会 安全対策工事部会

経 営 会 議

地下鉄・ニュートラム安全委員会
（事故の芽情報会）
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・【風通しの良い職場づくり】及び
【安全最優先の風土構築】

・【ヒューマンエラー及びトラブルの防止】
・【安全に関する情報発信】
・【人材育成】
・【異常時の対応力向上】
・【安全投資】

2020年度経営トップコミットメント

・安全重点施策
（駅務部／運転部／電気部／車

両部／工務部／建築部）

・行動目標
（グループ成長戦略部／安全監
理部／統括部／安全推進部／計
画部／開発事業部／リテール事
業部／法務・総務部／広報部／
経理部／人事部）／／／／／／

具体的な施策
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Osaka Metro 安全管理の方法 Osaka Metro 安全管理の方法

｜PDCAを活用した継続的な改善
安全管理規程に基づき、輸送の安全の確保に関する
・Ｐ－計画の策定（Plan）、
・Ｄ－着実な実行（Do）、
・Ｃ－進捗状況の評価（Check）、
・Ａ－必要な改善（Act）

を繰り返し行い、安全管理体制の継続的な改善を実施
し、様々な安全施策を実行しています。
特に、評価（Check）と改善（Act）を重要と捉え、

安全委員会（事故の芽情報会）や運輸安全内部監査に
おいて確認をしています。

｜運輸安全内部監査の実施
運輸安全内部監査は、安全管理体制が適切に機能していることを確認し、これによりOsaka 

Metroの輸送の安全が適切に確保できているかを客観的に評価することを目的に、毎年実施し
ています。

｜社員の安全意識の醸成とモチベーションアップを図る
社内ポータルに、社員一人ひとりの気付き力を

高め、安全を通じた経営参加意識の形成に寄与す
るための投稿サイト『ちょっと気になった情報』
と、社員が「いいね」 と思った他社員の行動を社
内全体で共有し、社員個人や所属のモチベーション
アップの向上に寄与するための投稿サイト『いいね
と思った仲間の行動』の投稿サイトを設け、社員の
安全意識の醸成とモチベーションアップを図ってい
ます。

安全管理規程

経営トップへの内部監査の実施 安全管理体制下各部への内部監査の実施

社内ポータルの投稿サイト画面

Osaka Metro 安全管理の方法
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｜経営層と現場社員との対話・コミュニケーション
経営トップ、安全統括管理者をはじめとする経営層が、直接現場の社員とコミュニケー

ションを取ることで、共通した安全意識の向上に努めています。

社長現場巡視の実施
経営トップ自らが現場最前線の現場巡視を実施し、頑張る社員の声を聴き、激励していま

す。また、その模様や声を、社内ポータルにおいて、経営者情報発信として社内に届けてい
ます。

安全統括管理者等の現場巡視の実施
安全統括管理者をはじめとする現場第一線の活動を支える立場の経営層（部長級以上）が、

各種運動期間や自主監査などの機会を捉え、部門を越えた現場巡視と意見交換会を実施して
います。

Osaka Metro 安全管理の方法 Osaka Metro 安全管理の方法

上：八尾乗務所 下：新大阪駅工事現場 社内ポータルの経営者情報発信

安全統括管理者、経営層の現場巡視と意見交換会
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過去掲載分はこちら

10月15日、建築部の動物園前建築管理事務所を初めて訪問しました。
当社が所有する鉄道施設やエレベーター・エスカレーター等の設備機器の建

設改良工事や施設維持管理を行っており、守備範囲は京セラドーム10個分（約
1,500千㎡）に相当します。
事務所内を案内してもらった後、現在進行中のプロジェクトである梅田駅の

パノラマビジョンの設置と新大阪駅の大規模改革の工事現場を見学しました。
お客さまのご利用が最も多い梅田駅に設置するパノラマビジョンは４ｍ×４

０ｍの大きさで、ディスプレイ設置完了まで工事が進捗しており、改めてディ
スプレイの大きさを実感しました。完成すれば、地下施設で世界一のディスプ
レイとしてギネスに申請する予定です。駅のシンボルとなり、ワクワクする空
間を演出してくれることを楽しみにしています。
新大阪駅の大規模改革は、本格的な工事はこれからになりますが、３月には

駅の新デザインの第2弾のひとつとして発表する予定です。大阪の北の玄関口
として、来阪されるお客さまをお迎えするのに相応しい駅へとブラッシュアッ
プします。
意見交換会では、最終決定した駅デザインは維持管理面も考慮されるなど、

良化されており、魅力ある駅にしなければならない気持ちが強くなったという
話や、24時間体制で施設を維持管理することの大変さを熱く語っている社員の
話を聞き、お客さまと直に接する機会は無くとも、日々努力されており、大変
心強く思いました。
その他、ICT技術による施設の維持管理など、新たな手法も検討している一

方で、建築事務所でも年齢構成の歪みによる技術継承や若手育成が大きな課題
であると聞きました。
自主自立の経営とは、車の両輪のごとく、足元の課題に取り組みながらも、

将来に向けた仕込みもすることです。
ここで踏ん張れるかどうかが、民営化を成功させる分水嶺であると思ってい

ます。
将来の発展に向けて、みなさんと力を合わせて現状を打破していきましょう。

経営者情報発信


